
（
責
任
準
備
金
）

（
責
任
準
備
金
）

第
十
三
条

機
構
は
、
毎
事
業
年
度
末
日
現
在
で
、

法
第
十
七
条
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
業
務

に
係
る
勘
定
に
お
い
て
、
住
宅
融
資
保
険
法
（
昭

和
三
十
年
法
律
第
六
十
三
号
）
第
三
条
及
び
住
宅

確
保
要
配
慮
者
に
対
す
る
賃
貸
住
宅
の
供
給
の
促

進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
百
十
二

号
）
第
二
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
保
険
関
係
に

基
づ
く
将
来
に
お
け
る
債
務
の
履
行
に
備
え
る
た

め
、
収
入
保
険
料
及
び
保
険
料
の
額
の
引
下
げ
を

行
う
こ
と
に
よ
る
減
収
額
を
埋
め
る
た
め
に
国
か

ら
交
付
さ
れ
た
補
助
金
の
う
ち
、
次
の
各
号
に
掲

げ
る
保
険
関
係
の
区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め

る
期
間
に
対
応
す
る
責
任
に
相
当
す
る
金
額
と
し

て
主
務
大
臣
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た

金
額
を
責
任
準
備
金
と
し
て
積
み
立
て
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

第
十
三
条

機
構
は
、
毎
事
業
年
度
末
日
現
在
で
、

法
第
十
七
条
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
業
務

に
係
る
勘
定
に
お
い
て
、
住
宅
融
資
保
険
法
（
昭

和
三
十
年
法
律
第
六
十
三
号
）
第
三
条
に
規
定
す

る
保
険
関
係
（
以
下
「
保
険
関
係
」
と
い
う
。）

に
基
づ
く
将
来
に
お
け
る
債
務
の
履
行
に
備
え
る

た
め
、
収
入
保
険
料
及
び
保
険
料
の
額
の
引
下
げ

を
行
う
こ
と
に
よ
る
減
収
額
を
埋
め
る
た
め
に
国

か
ら
交
付
さ
れ
た
補
助
金
の
う
ち
、
次
の
各
号
に

掲
げ
る
保
険
関
係
の
区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に
定

め
る
期
間
に
対
応
す
る
責
任
に
相
当
す
る
金
額
と

し
て
主
務
大
臣
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し

た
金
額
を
責
任
準
備
金
と
し
て
積
み
立
て
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

一

住
宅
融
資
保
険
法
第
三
条
に
規
定
す
る
保
険

関
係
（
死
亡
時
に
一
括
償
還
を
す
る
方
法
に
よ

る
貸
付
け
に
係
る
も
の
に
限
る
。）及
び
住
宅
確

保
要
配
慮
者
に
対
す
る
賃
貸
住
宅
の
供
給
の
促

進
に
関
す
る
法
律
第
二
十
条
第
二
項
に
規
定
す

る
保
険
関
係

当
該
保
険
関
係
の
保
険
期
間

一

死
亡
時
に
一
括
償
還
を
す
る
方
法
に
よ
る
貸

付
け
に
係
る
保
険
関
係

当
該
保
険
関
係
の
保

険
期
間

二

住
宅
融
資
保
険
法
第
三
条
に
規
定
す
る
保
険

関
係
（
死
亡
時
に
一
括
償
還
を
す
る
方
法
に
よ

る
貸
付
け
に
係
る
も
の
を
除
く
。）

当
該
保

険
関
係
の
保
険
期
間
の
う
ち
事
業
年
度
末
に
お

い
て
ま
だ
経
過
し
て
い
な
い
期
間

二

前
号
に
掲
げ
る
保
険
関
係
以
外
の
保
険
関
係

当
該
保
険
関
係
の
保
険
期
間
の
う
ち
事
業
年

度
末
に
お
い
て
ま
だ
経
過
し
て
い
な
い
期
間

２

（
略
）

２

（
略
）

附

則

こ
の
省
令
は
、
住
宅
確
保
要
配
慮
者
に
対
す
る
賃
貸
住
宅
の
供
給
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
九
年
十
月
二
十
五
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

平成年月日 金曜日 (号外第号)官 報

（
法
第
二
条
第
一
項
第
一
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
金
額
）

第
二
条

法
第
二
条
第
一
項
第
一
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
金
額
は
、
十
五
万
八
千
円
と
す
る
。

（
法
第
二
条
第
一
項
第
六
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
者
）

第
三
条

法
第
二
条
第
一
項
第
六
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
者
と
す
る
。

一

日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
者

二

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立

の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
支
援
給
付
（
中
国
残
留
邦

人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成

十
九
年
法
律
第
百
二
十
七
号
）
附
則
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
支
援
給
付
を
含
む
。）を
受
け
て
い
る
者

三

児
童
虐
待
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
八
十
二
号
）
第
二
条
に
規
定
す
る
児
童
虐
待
を
受

け
た
者

四

ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
入
所
者
等
に
対
す
る
補
償
金
の
支
給
等
に
関
す
る
法
律（
平
成
十
三
年
法
律
第
六
十
三
号
）

第
二
条
に
規
定
す
る
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
入
所
者
等

五

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第
三
十
一
号
。
以
下

こ
の
号
に
お
い
て
「
配
偶
者
暴
力
防
止
等
法
」
と
い
う
。）第
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
被
害
者
で
イ
又
は
ロ
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の

イ

配
偶
者
暴
力
防
止
等
法
第
三
条
第
三
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
一
時
保
護
又
は
配
偶
者
暴
力
防
止
等
法
第
五

条
の
規
定
に
よ
る
保
護
が
終
了
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

ロ

配
偶
者
暴
力
防
止
等
法
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
裁
判
所
が
し
た
命
令
の
申
立
て
を
行
っ
た
者
で
当
該

命
令
が
そ
の
効
力
を
生
じ
た
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
し
て
い
な
い
も
の

〇
国
土
交
通
省
令
第
六
十
三
号

住
宅
確
保
要
配
慮
者
に
対
す
る
賃
貸
住
宅
の
供
給
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
百
十
二
号
）
第
二

条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
六
号
、
第
五
条
第
八
項
（
同
法
第
六
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
七

条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
九
条
第
一
項
、
同
項
第
七
号
、
第
九
号
及
び
第
二
項
、
第
十
条
第
一
項
第
一
号
、第
二
号
、

第
三
号
及
び
第
四
号
、
第
十
二
条
第
二
項
、
第
十
六
条
、
第
二
十
条
第
二
項
、
第
三
項
及
び
第
六
項
、
第
二
十
五
条
第

三
項
、
第
三
十
条
第
二
項
、
第
三
十
一
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
三
十
六
条
第
三
項
、
第
四
十
四
条
第
二
項
、
第
四

十
五
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
四
十
六
条
、
第
四
十
七
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
五
十
九
条
の
規
定
に
基
づ

き
、
住
宅
確
保
要
配
慮
者
に
対
す
る
賃
貸
住
宅
の
供
給
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
九
年
十
月
二
十
日

国
土
交
通
大
臣

石
井

啓
一

住
宅
確
保
要
配
慮
者
に
対
す
る
賃
貸
住
宅
の
供
給
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則

（
法
第
二
条
第
一
項
第
一
号
の
収
入
）

第
一
条

住
宅
確
保
要
配
慮
者
に
対
す
る
賃
貸
住
宅
の
供
給
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
二
条

第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
収
入
は
、
本
人
及
び
当
該
本
人
と
同
居
す
る
そ
の
配
偶
者
等
（
配
偶
者
そ
の
他
の
親
族

（
婚
姻
の
届
出
を
し
て
い
な
い
が
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
者
及
び
当
該
事
情
に
あ
る
者
の
親
族
を

含
む
。）で
あ
っ
て
、
本
人
と
生
計
を
一
に
す
る
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
同
居
者
」
と
い
う
。）の
過
去

一
年
間
に
お
け
る
所
得
税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
三
号
）
第
二
編
第
二
章
第
一
節
か
ら
第
三
節
ま
で
の
例
に

準
じ
て
算
出
し
た
所
得
金
額
（
給
与
所
得
者
が
就
職
後
一
年
を
経
過
し
な
い
場
合
等
そ
の
額
を
そ
の
者
の
継
続
的
収

入
と
す
る
こ
と
が
著
し
く
不
適
当
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
国
土
交
通
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た

額
と
し
、
第
五
号
に
お
い
て
単
に
「
所
得
金
額
」
と
い
う
。）の
合
計
か
ら
次
に
掲
げ
る
額
を
控
除
し
た
額
を
十
二
で

除
し
た
額
を
い
う
。

一

同
居
者
又
は
所
得
税
法
第
二
条
第
一
項
第
三
十
三
号
に
規
定
す
る
控
除
対
象
配
偶
者（
次
号
に
お
い
て
単
に「
控

除
対
象
配
偶
者
」
と
い
う
。）若
し
く
は
同
項
第
三
十
四
号
に
規
定
す
る
扶
養
親
族
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
単
に

「
扶
養
親
族
」
と
い
う
。）で
本
人
及
び
同
居
者
以
外
の
も
の
一
人
に
つ
き
三
十
八
万
円

二

控
除
対
象
配
偶
者
が
所
得
税
法
第
二
条
第
一
項
第
三
十
三
号
の
二
に
規
定
す
る
老
人
控
除
対
象
配
偶
者
で
あ
る

場
合
又
は
扶
養
親
族
が
同
項
第
三
十
四
号
の
四
に
規
定
す
る
老
人
扶
養
親
族
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
老
人
控
除

対
象
配
偶
者
又
は
老
人
扶
養
親
族
一
人
に
つ
き
十
万
円

三

扶
養
親
族
が
十
六
歳
以
上
二
十
三
歳
未
満
の
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
扶
養
親
族
一
人
に
つ
き
二
十
五
万
円

四

本
人
又
は
第
一
号
に
規
定
す
る
者
に
所
得
税
法
第
二
条
第
一
項
第
二
十
八
号
に
規
定
す
る
障
害
者
が
あ
る
場
合

に
は
、
そ
の
障
害
者
一
人
に
つ
き
二
十
七
万
円
（
そ
の
者
が
同
項
第
二
十
九
号
に
規
定
す
る
特
別
障
害
者
で
あ
る

場
合
に
は
、
四
十
万
円
）

五

本
人
又
は
同
居
者
に
所
得
税
法
第
二
条
第
一
項
第
三
十
号
に
規
定
す
る
寡
婦
（
同
号
イ
中
「
夫
と
死
別
し
、
若

し
く
は
夫
と
離
婚
し
た
後
婚
姻
を
し
て
い
な
い
者
又
は
夫
の
生
死
の
明
ら
か
で
な
い
者
で
政
令
で
定
め
る
も
の
」

と
あ
る
の
を
「
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
母
と
な
っ
た
女
子
で
あ
っ
て
、
現
に
婚
姻
を
し
て
い
な
い
も
の
」
と
読
み
替

え
た
場
合
に
お
い
て
同
号
イ
に
該
当
す
る
者
を
含
む
。）又
は
同
項
第
三
十
一
号
に
規
定
す
る
寡
夫
（
同
号
中
「
妻

と
死
別
し
、
若
し
く
は
妻
と
離
婚
し
た
後
婚
姻
を
し
て
い
な
い
者
又
は
妻
の
生
死
の
明
ら
か
で
な
い
者
で
政
令
で

定
め
る
も
の
」
と
あ
る
の
を
「
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
父
と
な
っ
た
男
子
で
あ
っ
て
、
現
に
婚
姻
を
し
て
い
な
い
も

の
」
と
読
み
替
え
た
場
合
に
お
い
て
同
号
に
該
当
す
る
者
を
含
む
。）が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
寡
婦
又
は
寡
夫
一

人
に
つ
き
二
十
七
万
円
（
そ
の
者
の
所
得
金
額
が
二
十
七
万
円
未
満
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
所
得
金
額
）
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